
　私は、自治振興会・国際交流協会・民生委員児童委員、
社会福祉協議会・市民共生ネットワーク・人権教育推進
委員など、いくつかの組織に関わっています。一つに専
念できないとの見方もありますが、社会の諸課題に対し
て、地域活動・多文化共生・福祉・人権の側面を、そ
れぞれの視点でかつ総体的に見られることが強みです。
これは防災においても非常に重要です。
　さらに、現場に行って学ぶことを大切にしています。
被災地での支援活動から得るものは、講義や机上の論
議に勝る情熱と隣人愛と行動力です。「私たちを忘れな

いで」という被災地
の方の言葉が、誰一
人置き去りにしない・
されない共に生きるまち
づくりの原動力になって
います。7 月 18 日にも、
滋賀社協の災害地支援ボラ
ンティア活動で京都府宮津市に行く機会を得ましたが、
一緒に参加された区長さんと共に、この経験を地域の
自主防災会活動に生かしていきたいと思います。
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芳
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さん 　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
大
き
な
災
害
で
は
、
地
域
の
住
民
で
助
け
合
う
「
共
助
」
が
重

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
市
内
で
も
、
日
頃
か
ら
「
共
助
」
の
重
要
性
を
認
識
し
、
防
災
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
、
甲
賀
町
の
大
原
自
治
振
興
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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大
原
自
治
振
興
会
で
は
、
地
域
の

有
志
で
課
題
解
決
に
向
け
活
動
す
る

４
つ
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
有
志
で
活
動
す

る
た
め
任
期
が
な
く
、
短
い
期
間
で

は
解
決
で
き
な
い
大
き
な
課
題
に
も
、

長
期
的
に
じ
っ
く
り
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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ク
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携
し
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地
域
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組
織
が
総
参
加
し
た
「
防
災
フ
ェ
ス
タ
」

　
小
学
校
・
警
察
・
消
防
な
ど
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
組
織
が
参
加
し
、

児
童
や
保
護
者
に
防
災
に
関
す
る
体
験
や
展
示
に
取
り
組
ん
で
も
ら

う
参
加
型
防
災
学
習
を
大
原
小
学
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
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催
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他
に
も
、
炊
き
出
し
（
日
本
赤
十
字

奉
仕
団
）、防
災
持
ち
出
し
袋
の
展
示（
防

災
士
・
防
災
推
進
委
員
会
）、
や
さ
し
い

日
本
語
に
よ
る
情
報
伝
達
（
市
国
際
交

流
協
会
）
な
ど

各
団
体
が
協
働
し
課
題
を
解
決　
防
災
円
卓
会
議

　

大
原
地
域
の
防
災
に
関
す
る
団
体
及
び
行
政
が
一
堂
に
集
ま

り
、
災
害
で
の
自
助
・
近
助
・
共
助
・
公
助
で
す
べ
き
こ
と
、
各
々

で
現
在
準
備
で
き
て
い
る
こ

と
、
で
き
て
い
な
い
こ
と
を

明
確
に
し
て
、
現
状
を
共
有

し
、
今
後
の
取
組
の
方
向
性

を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

第
3
回
の
会
議
後
、
課

題
の
一
つ
で
あ
る
地
域
自
主

防
災
活
動
の
実
働
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
自
助
・
近
助
・
共
助
に

分
け
て
検
討
・
作
成
し
て
い

ま
す
。

※
近
助
…
向
こ
う
三
軒
両
隣
の
ご
近
所
で
助
け
合
う
こ
と

出
前
講
座
で
家
庭
内
Ｄデ

ィ

グ
Ｉ
Ｇ
な
ど
を
実
施

　

防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ

ン
バ
ー
が
希
望
の
あ
っ
た
区

へ
出
向
き
、
家
庭
内
Ｄ
Ｉ
Ｇ

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
家
庭
内
Ｄ
Ｉ
Ｇ
と
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家
の
間
取
り
図
を
見
な
が

ら
、
家
の
中
や
周
辺
の
危
険

を
洗
い
出
し
た
り
、
避
難
経

路
を
考
え
る
な
ど
、
災
害
時

の
対
応
策
を
考
え
る
訓
練
で

す
。
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▲消防団員による心肺蘇生訓練▲防災円卓会議の様子▲家庭内ＤＩＧに取り組む櫟野区の皆さん

単
２
電
池
が

単
１
電
池
に
変
身

　
電
池
が
切
れ
た
時
、
ぴ
っ
た
り
は
ま
る
電

池
が
な
い
、
そ
ん
な
時
に
役
立
つ
裏
ワ
ザ
で
す
。

用
意
す
る
も
の

・
単
２
電
池　
・
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル　
・
布　
・
テ
ー
プ

※ 

安
全
性
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
災
害
時
な
ど
緊
急
を
要

す
る
場
合
の
み
の
使
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

防
災
士
と
は

　
地
域
の
防
災
意
識
の
啓
発
や
向
上
に
努
め
る
た
め
、

防
災
に
関
す
る
十
分
な
意
識
と
一
定
の
知
識
・
技
能
を

修
得
し
た
こ
と
を
、
日
本
防
災
士
機
構
が
認
証
し
た
地

域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　
現
在
、
市
内
で
は
１
１
６
人
が
防
災
士
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
の
担
い
手
を
育
成

�

―
防
災
士
資
格
取
得
補
助
―

　
市
で
は
、
地
域
防
災
の
担
い
手
と
な
る
防
災
士
を

育
成
す
る
た
め
、
資
格
取
得
に
要
す
る
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

■�

対
象
：
防
災
士
の
資
格
取
得
に
要
し
た
講
座
受

講
料
、
受
験
料
、
登
録
料
（
上
限
７
万
円
）

※
交
通
費
、
宿
泊
費
等
は
対
象
外

■ 

本
制
度
を
活
用
し
て
資
格
取
得
さ
れ
た
防
災
士
の
方

に
は
、
甲
賀
市
防
災
士
連
絡
会
の
一
員
と
し
て
地

域
防
災
力
向
上
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

防
災
士
に
聞
く

災
害
時
に
役
立
つ
裏
ワ
ザ

　

防
災
士
の
宮み

や

城ぎ

善よ
し

美み

さ
ん
に
、
災
害

時
に
役
に
立
つ
裏
ワ
ザ
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
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●
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機
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理
係

　
☎
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９

完
成

①
で
太
さ
を
調
節

し
た
電
池
を
②
に

入
れ
ま
す
。

懐
中
電
灯
に
丸
め
た

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
詰
め

ま
す
。

布
を
単
２
電
池
の
幅
に
切

り
、
単
２
電
池
が
単
１
電
池

の
太
さ
に
な
る
よ
う
、
布
を

巻
き
、テ
ー
プ
で
止
め
ま
す
。

❶❷❸❹

４つのプロジェクト

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト

市
も
参
加
し
て
い
ま
す
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